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2016年
1・2月号

司
祭　

ヨ
ハ
ネ
　
芳
　
我
　
秀
　
一
　

「
宣
教
百
四
十
年
を
迎
え
て
」

「
宣
教
百
四
十
年
を
迎
え
て
」

　

１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）
９
月

21
日
、
こ
の
日
、
英
国
か
ら
H
・

J
.
フ
ォ
ス
司
祭
と
F
・
B
・
プ
ラ

ン
マ
ー
司
祭
が
神
戸
に
上
陸
し
て
、

伝
道
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
当
時
、
ま
だ
神
戸
教
区
は
存
在
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
が
神
戸
教

区
の
宣
教
の
初
め
で
す
。

〈
宣
教
百
年
記
念
礼
拝
〉

　

１
９
７
６
年
９
月
23
日
、こ
の
日
、

神
戸
教
区
宣
教
百
年
記
念
礼
拝
が
神

戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
時
、
わ
た
し
は
大
学
３
年

生
で
し
た
が
、
朝
早
く
薄
暗
い
う
ち

に
船
に
乗
っ
て
徳
島
か
ら
神
戸
に
や

っ
て
来
ま
し
た
。
坂
道
を
登
り
詰
め

て
ふ
と
横
を
見
る
と
大
き
な
教
会
が

目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
初
め
て
見
た
大
聖
堂
で
し
た
。
礼

拝
堂
に
入
る
と
先
ず
そ
の
広
さ
、
天

井
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
驚
い
た
の
は
既
に
座
席
は
満
席

で
立
ち
見
の
人
々
で
溢
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
同

じ
信
仰
を
持
つ
人
々
が
い
る
。
こ
の

よ
う
な
光
景
は
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
、

言
い
尽
く
せ
な
い
興
奮
と
喜
び
を
感

じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
れ

か
ら
40
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
の
体
験
は
わ
た
し
の
生

き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思

い
ま
す
。

〈
使
徒
聖
パ
ウ
ロ
〉

　
『
ま
ず
初
め
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
を
通
し
て
、
あ
な
た
が
た
一
同

に
つ
い
て
わ
た
し
の
神
に
感
謝
し
ま

す
。』（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第

1
章
8
節
前
半
）

　

こ
の
み
言
葉
は
聖
パ
ウ
ロ
が
ま
だ

会
っ
た
こ
と
も
な
い
大
都
市
ロ
ー
マ

に
い
る
信
徒
に
対
し
て
書
い
た
手
紙

の
一
節
で
す
。
当
時（
A
D
58
年
頃
）

は
ま
だ
信
徒
数
も
少
な
く
、
教
会
堂

も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く

信
徒
の
家
に
集
ま
っ
て
礼
拝
を
守
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
ロ
ー
マ
の
信
徒
に
対
し
て
聖
パ
ウ

ロ
は
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く

な
っ
て
、
な
ん
と
か
早
く
会
い
た
い

と
い
う
思
い
を
こ
め
て
こ
の
手
紙
を

書
い
た
の
で
す
。
彼
は
本
論
に
入
る

前
に
、
先
程
の
み
言
葉
の
よ
う
に
感

謝
の
気
持
ち
で
こ
の
手
紙
を
書
き
始

め
ま
し
た
。
何
故
、
聖
パ
ウ
ロ
は
神

に
感
謝
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
自
分
が
手
紙
を
書
く
前
か
ら
、
既

に
帝
都
ロ
ー
マ
に
同
じ
復
活
の
キ
リ

ス
ト
を
信
じ
る
人
々
が
い
る
、
と
い

う
事
実
で
し
た
。
神
の
愛
に
生
か
さ

れ
る
人
々
が
こ
こ
に
も
い
る
。
こ
の

事
実
が
聖
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
は
大
き

な
喜
び
で
あ
り
、
感
謝
で
あ
っ
た
の

で
す
。
彼
に
と
っ
て
一
人
で
も
多
く

の
人
が
死
ん
で
復
活
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
彼

の
喜
び
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
そ
の
喜
び
は
先
ず
キ
リ
ス
ト

ご
自
身
が
持
っ
て
お
ら
れ
た
喜
び
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
聖
パ
ウ

ロ
は
キ
リ
ス
ト
に
出
会
っ
て
、
生
き

方
を
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
己
を
王
と
す
る
者
か
ら
、
打
ち
砕

か
れ
て
、
主
イ
エ
ス
こ
そ
真
の
王
と

し
て
彼
の
前
に
ひ
れ
伏
す
者
に
変
え

ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
聖

パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
の
願
い
と
喜
び

を
知
っ
た
の
で
す
。
聖
パ
ウ
ロ
は

人
々
が
真
に
神
を
知
っ
て
、
神
の
子

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら

ば
、
自
分
は
殺
さ
れ
て
も
良
い
（
フ

ィ
リ
ピ
書
2
章
17
節
）
と
断
言
す
る

程
に
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ

キ
リ
ス
ト
に
服
従
し
た
使
徒
で
あ
り

ま
し
た
。

　
　〈

キ
リ
ス
ト
の
喜
び
〉

　

キ
リ
ス
ト
の
願
い
が
、
わ
た
し
た

ち
の
願
い
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
の
喜

び
が
わ
た
し
た
ち
の
喜
び
と
な
る
。

こ
れ
が
同
じ
信
仰
を
も
つ
者
の
真
の

願
い
で
あ
り
、
喜
び
で
す
。
と
こ
ろ

が
人
間
は
自
分
の
抱
く
喜
び
が
あ
た

か
も
教
会
に
お
け
る
喜
び
や
楽
し
み

の
よ
う
に
勘
違
い
を
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

人
が
、
目
を
開
か
れ
て
、
キ
リ
ス

ト
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
に
服
従
し

て
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
字
架
の
い

ば
ら
の
道
を
歩
む
こ
と
は
奇
跡
で

す
。
だ
か
ら
、
信
仰
に
固
く
立
っ
て

祈
り
、
生
活
す
る
人
を
見
る
と
喜
び

に
溢
れ
神
に
感
謝
す
る
の
で
す
。

　

今
秋
、
宣
教
百
四
十
年
記
念
礼
拝

が
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
行
わ

れ
ま
す
。多
く
の
人
々
が
参
加
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
の
喜
び
を
大
い
に
分
か
ち

あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

11
月
8
日
（
日
）

　

フ
ラ
ン
シ
ス
カ

藤　

岡　

智　

子　

姉

 
神
戸
昇
天
教
会

11
月
22
日
（
日
）

　

パ
ウ
ロ　

竹　

下　
　
　

茂　

兄

呉
信
愛
教
会

12
月
20
日
（
日
）

　

ア
ン
ナ　

平　

町　

登
美
子　

姉

呉
信
愛
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

ペ
テ
ロ　

牧　

岡　

広　

樹　

兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

テ
レ
サ　

三　

島　

麗　

子　

姉

松
江
基
督
教
会

11
月
22
日
（
日
）

　

パ
ウ
ロ　

竹　

下　
　
　

茂　

兄

呉
信
愛
教
会

12
月
20
日
（
日
）

　

ア
ン
ナ　

平　

町　

登
美
子　

姉

呉
信
愛
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

ペ
テ
ロ　

牧　

岡　

広　

樹　

兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

11
月
15
日
（
日
）

　

ピ
リ
ポ　

八　

代　
　
　

浩　

兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

11
月
22
日
（
日
）

　

ヨ
セ
フ　

田　

中　

清　

司　

兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

12
月
17
日
（
木
）　

　

ミ
カ
エ
ル　

小　

野　

勝　

哉　

兄

呉
信
愛
教
会

11
月
21
日
（
土
）

　

ヨ
セ
フ　

白　

井　

清　

隆　

兄

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会

11
月
23
日
（
月
）

　

パ
ウ
ロ　

竹　

下　
　
　

茂　

兄

呉
信
愛
教
会

12
月
2
日
（
水
）

　

コ
ル
ネ
リ
オ金　

子　

幸　

一　

兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

マ
リ
ア　

永　

沼　

輝　

子　

姉

　
　
　
　
　
（
元
伝
道
師
）

姫
路
顕
栄
教
会

11
月
12
日
（
木
）

　

マ
リ
ア　

那　

須　

澄　

枝　

姉

　
　

京
都
聖
三
一
教
会
よ
り

呉
信
愛
教
会
へ

11
月
21
日
（
土
）

　

サ
ム
エ
ル　

大　

橋　

武　

郎　

　

ベ
タ
ニ
ヤ
の
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　

大　

橋　

哲　

子

　
　

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
よ
り

石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会
へ

12
月
31
日
（
木
）

　

ヨ
ハ
ネ　

日　

下　

右　

二

　

ベ
タ
ニ
ヤ
の
マ
リ
ヤ　

　
　
　
　
　
　

日　

下　

由
美
子

　

パ
ウ
ロ　

日　

下　

圭　

介

　

ヨ
ハ
ネ　

日　

下　

光　

平

　
　

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
よ
り

横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
へ

　

12
月
4
日
（
金
）、
神
戸
昇
天
教

会
に
て
、
神
戸
伝
道
区
婦
人
会
の
降

臨
節
黙
想
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黙

想
指
導
は
小
南
晃
司
祭
。
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
5
章
「
地
の
塩
、
世
の

光
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
黙
想
講
話

を
聞
き
、
黙
想
の
機
会
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。参
加
者
は
約
27
名
で
し
た
。

　

12
月
6
日
（
日
）
に
は
、
神
戸
マ

リ
ナ
ー
ズ
・
セ
ン
タ
ー
で
ア
ド
ベ
ン

ト
特
別
企
画「
英
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
リ
ナ
ー
ズ
・

セ
ン
タ
ー
の
ポ
ー
ル
・
ト
ル
ハ
ー
ス

ト
司
祭
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
シ
ー

ズ
ン
に
英
国
の
人
々
が
ど
の
様
な
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
20
名

　
◎
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

11
月
29
日
（
日
）、
恒
例
の
降
臨

節
黙
想
会
を
行
っ
た
。
今
年
の
黙
想

指
導
者
は
、
当
教
会
に
も
一
時
信
徒

と
し
て
在
籍
し
て
い
た
京
都
教
区
の

古
本
み
さ
司
祭
。
絵
本
や
音
楽
な
ど

を
用
い
た
黙
想
講
話
に
一
同
聴
き
入

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
「
い
つ

も
共
に
居
て
く
だ
さ
る
（
イ
ン
マ
ヌ

エ
ル
）」
イ
エ
ス
様
を
黙
想
す
る
こ

と
が
で
き
た

◎
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会

　

11
月
21
日
（
土
）、
20
年
ぶ
り
の

秋
の
伝
道
集
会
、
〜
神
様
ど
こ
に
い

る
の
？
〜
や
さ
し
い
お
話
と
歌
で

触
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
が
行
わ
れ
た
。

講
師
は
、エ
レ
ナ
古
本
み
さ
司
祭（
京

都
教
区
）、
ノ
エ
ル
三
木
亜
佐
子
姉
。

30
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
み
さ
＆
ミ
キ

に
よ
る
、
み
言
葉
を
聴
き
と
賛
美
を

共
に
し
、
満
た
さ
れ
た
。

　

詳
細
は
、
当
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

教　

籍　

移　

動

徳
島
伝
道
区

神
戸
伝
道
区

祝　
　

洗　
　

礼

祝　
　

堅　
　

信

ご　
　

逝　
　

去

３日
５日
５日
５日
６日
７日
11日
12日
12日
13日
16日
17日
20日
23日
不明

司 祭
司 祭
司 祭
主 教
司 祭
宣教師
司 祭
伝道師
伝道師
宣教師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師
宣教師

ウッドワード
バックストン
牧野　輿三郎
村 尾　昇 一
竹 内　宗 六
ウォージントン
中 道　政 市
小 南　ア サ
高 木　ぬ ひ
フ ァ ギ ル
ブ ライド ル
ポ ー ル
田 中　愛 次
西 村　ひ ろ
パ ー カ ー

ハリー
バークレイ
ヤコブ
モーセ

ホノリア  
ヨハネ

フローレンス
ジョージ
ジョージ
ヨセフ

アリス

日時　2016年2月4日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　平野　一郎

２月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

3日
6日
11日
12日
13日
16日
17日
17日
21日
22日
22日
23日
25日
27日
27日
29日
30日
31日

司 祭
宣教師
宣教師
主 教
伝道師
宣教師
司 祭
宣教師
主 教
司 祭
伝道師
伝道師
伝道師
伝道師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師

ケテルウェル
ロ バ ー ツ
オグレスビー
八 代　 崇
明 山　せ つ
ナ ッ シ ュ
ア レ ン
ガーデナー
フ ォ ス
ナ イ ト
広瀬　なおみ
田中　ハナ子
億 川　三 重
中尾　ミサヲ
ウ ェ ストン
袴 田　観 一
粟飯原　亀一
阿 部　 浄

フレッド
アリス

アンジェラ
ヤコブ

エリザベス
エリック

フローレンス
ヒュウ
オリバー
ナオミ
ハンナ

エリザベツ

ウォルター
ステパノ
ヨハネ
マリヤ

日時　2016年3月3日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　上原　信幸

3月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

（
姫
路
顕
栄
教
会
牧
師
）

お
詫
び
と
訂
正

『
神
の
お
と
ず
れ
12
月
号
』
の

「
鳩
だ
よ
り
」
教
籍
異
動
の
欄

で
、
福
山
諸
聖
徒
教
会
・
溝
口

悟
士
兄
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
溝
田
悟
士
兄
で

す
。
お
詫
び
と
と
も
に
、
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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2
0
1
5
年
度
の
主
な
出
来
事

１
．
逝
去

　

4
月
18
日
、
桑
原
一
郎
司
祭
、
4

月
25
日
（
土
）
に
は
中
道
緑
姉
（
中

道
淑
夫
主
教
夫
人
）
そ
し
て
、
6
月

21
日
（
日
）
に
は
か
つ
て
神
戸
教
区

で
働
か
れ
た
沖
縄
教
区
退
職
司
祭
・

津
留
孝
夫
司
祭
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
聖
職
按
手
式

　

3
月
21
日
（
土
）
に
聖
職
按
手
式

を
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
挙
行

し
、
杉
野
達
也
執
事
が
司
祭
に
、
浪

花
朋
久
聖
職
候
補
生
が
執
事
に
按
手

さ
れ
ま
し
た
。

３
．
教
区
人
事

　

今
年
は
大
幅
な
人
事
異
動
は
実
施

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

４
．
会
館
･
牧
師
館

１
）
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
牧
師
館
・

　
　

会
館
解
体

　

1
月
10
日
（
土
）
教
会
関
係
者
を

お
招
き
し
て
感
謝
礼
拝
を
も
ち
、
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

２
）
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　
　

会
館
・
牧
師
館
落
成
式

　

2
月
7
日
（
土
）
に
約
1
3
0
名

が
集
い
、盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　
　

20
年
記
念
礼
拝
関
係

１
）
兵
庫
県
基
督
連
合
会
礼
拝

　
　
（
エ
キ
メ
ニ
カ
ル
礼
拝
）

　

1
月
11
日
（
日
）
午
後
3
時
よ
り

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
で
行
わ
れ
、

司
会
は
松
蔭
中
高
放
送
部
が
、
説
教

は
北
村
牧
師
（
震
災
時
、
神
戸
栄
光

教
会
牧
師
）
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

礼
拝
後
、
日
埜
昭
子
姉
（
ミ
カ
エ
ル

教
会
信
徒
・
西
須
磨
だ
ん
ら
ん
理
事

長
）
が
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
お
話

し
、
松
蔭
中
高
・
改
革
派
教
会
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
・
聖
公
会
神
戸
教
区

の
聖
歌
隊
が
奉
仕
し
ま
し
た
。
約

2
5
0
名
が
参
加
。

２
）
神
戸
教
区
礼
拝

　

1
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
半
よ

り
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
行
わ
れ
、

宮
田
裕
三
兄
が
奨
励
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
1
0
0
名
。
そ
の
後
、

午
後
2
時
よ
り
、
震
災
を
追
悼
す
る

「
よ
せ
な
べ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
、
若
い
人
た
ち
を
中
心
に
し
て
、

約
80
名
が
参
加
。
前
日
の
16
日（
金
）

午
後
6
時
よ
り
、
20
年
前
、
ヨ
ハ
ネ

教
会
に
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
、
被

災
者
や
、
建
物
解
体
・
修
復
の
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
神
戸
地

域
で
奉
仕
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を
お

招
き
し
て
夕
食
会
を
開
催
し
、
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

６
．
教
区
宣
教
1
4
0
年
関
係

１
）
教
区
史
編
集
実
行
委
員
会

　

来
年
の
、
神
戸
教
区
宣
教
１
４
０

年
を
記
念
し
、
神
戸
教
区
史
を
発
行

す
る
準
備
と
し
て
10
名
の
委
員
が
任

命
さ
れ
、歴
史
の
検
証
が
実
施
さ
れ
、

執
筆
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２
）
神
戸
教
区
各
教
会
歴
史
と

　
　

現
状
・
将
来
へ
の
展
望
に

　
　

関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

　

来
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
ま
で
に
完
成

す
る
よ
う
、
編
集
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
、
現
在
作
業
中
で
す
。
な
お
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
松
蔭
中
高
の
放
送
部

が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

７
．
沖
縄
・
九
州
・
神
戸
教
区

　

合
同
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
央
教
区

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　

２
月
27
日（
金
）〜
３
月
９
日（
月
）

ま
で
、
バ
ン
リ
ッ
ク
の
聖
フ
ィ
リ
ポ

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
と
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の

ア
ガ
ペ
教
会
で
実
施
さ
れ
、
神
戸
教

区
よ
り
、
３
名
の
青
年
が
こ
れ
に
参

加
し
ま
し
た
。

８
．
広
島
平
和
礼
拝
2
0
1
5

　

原
爆
投
下
70
年
目
に
当
た
る
今

年
、
８
月
５
日
（
水
）
午
後
、
大
屋

美
代
子
（
広
島
復
活
教
会
信
徒
）
の

被
爆
証
言
が
あ
り
、
山
下
未
来
さ
ん

（
大
家
さ
ん
の
孫
）
は
、
原
爆
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
６
日
の
原
爆
逝
去
者
記
念
聖

餐
式
に
は
、
日
本
聖
公
会
全
主
教
及

び
大
韓
聖
公
会
首
座
主
教
・
金
根
祥

（
キ
ム
・
グ
ン
・
サ
ン
）
主
教
も
参

加
し
ま
し
た
。
平
和
礼
拝
に
は
２
２

０
名
が
参
加
。

９
．
中
高
生
大
会

　
８
月
11
日
（
火
）〜
14
日
（
金
）、
野

間
光
顕
氏
（
敬
和
学
園
宗
教
主
任
）
を

講
師
に
し
て
、啓
明
学
院
・
前
島
キ
ャ

ン
プ
場
で
開
催
し
、
横
浜
教
区
よ
り

司
祭
２
名
と
５
名
の
中
高
生
も
加
わ

り
、
参
加
者
は
総
計
72
名
で
し
た
。

2
0
1
6
年
度
へ
の
姿
勢

１
．
人
事
異
動

　

来
年
度
は
大
幅
な
人
事
異
動
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
山
聖

オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
と
浜
田
基
督
教

会
に
教
役
者
が
派
遣
さ
れ
、
神
戸
教

区
各
教
会
が
求
め
て
き
た
定
住
教
役

者
が
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
４
２ 

名
の
教
区
神
学
生
が
神
戸
教
区
に
与

え
ら
れ
ま
す
。
他
１
名
も
ウ
イ
リ
ア

ム
ス
神
学
館
で
聴
講
し
ま
す
。
３ 

名
と
も
社
会
人
経
験
者
で
あ
り
、
教

役
者
の
、も
の
考
え
方
が
多
様
化
し
、

宣
教
活
動
が
豊
か
に
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

２
．
神
戸
教
区
宣
教
1
4
0
年
関
連

１
）
記
念
事
業
委
員
会

　

９
月
22
日
（
木
・
秋
分
の
日
）
に

執
行
予
定
の
、
１
４
０
年
記
念
礼
拝

を
中
心
と
し
た
行
事
を
企
画
立
案
し

様
々
な
行
事
を
実
行
い
た
し
ま
す
。

２
）
神
戸
教
区
1
4
0
年
史

　

当
初
、
記
念
礼
拝
時
に
発
行
予
定

で
し
た
が
、
教
区
史
に
、
記
念
礼
拝

も
含
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
、
２
０
１
７
年
４
月
16
日

（
復
活
日
）
を
目
処
に
発
行
い
た
し

ま
す
。

３
）
各
教
会
歴
史
と
現
状
・

　
　

将
来
へ
の
展
望
に
関
す
る

　
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

　

２
０
１
６
年
３
月
27
日
（
日
・
復

活
日
）
ま
で
に
教
区
に
提
出
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
）
各
教
会
宣
教
ビ
ジ
ョ
ン
と

　
　

実
施
計
画

　

２
０
１
１
年
７
月
、
教
区
宣
教
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
６
年
に

向
か
っ
て
の
中
期
目
標
が
各
教
会
で

策
定
さ
れ
、
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
来
年
は
宣
教
の
中
期
目
標

が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
き
た
の

か
の
評
価
を
し
、
そ
れ
を
来
年
中
に

発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
）
1
4
0
年
聖
句

　

神
戸
教
区
に
与
え
ら
れ
た
神
の
業

の
数
々
に
深
く
感
謝
し
、
神
戸
教
区

に
連
な
る
私
た
ち
が
一
丸
と
な
っ

て
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
告
げ
知
ら

せ
る
者
と
し
て
立
つ
こ
と
を
誓
い
、

宣
教
１
４
０
年
に
相
応
し
い
聖
句
を

公
募
し
ま
す
。
来
年
２
月
２
日
（
被

献
日
）
が
締
め
切
り
で
す
。

６
）
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂

　
　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
設
置

　

来
年
９
月
初
旬
、「
み
な
と
町
コ

ウ
ベ
」「
聖
ミ
カ
エ
ル
」
を
聖
堂
チ
ャ

ン
セ
ル
南
北
に
、「
復
活
」「
エ
デ
ン

の
園
の
回
復
」
を
地
下
納
骨
堂
に
設

置
し
ま
す
。
佳
知
晃
子
・
岡
田
克
子

両
姉（
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
信
徒
）

の
逝
去
を
記
念
す
る
も
の
で
す
。

３
．
広
瀬
基
督
教
会
建
築
・

　
　

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
会
館
・

　
　

牧
師
館
建
築

　

今
教
区
で
議
案
が
上
程
さ
れ
て

い
る
通
り
、
２
教
会
で
建
築
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
関
係
者
各
位
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
４
．
女
性
の
、
意
思
決
定
機
関
へ
の

　
　

参
画
・
教
区
役
員
改
選

　

昨
年
度
、
教
区
諸
委
員
会
の
長
と

教
区
事
務
所
役
員
に
30
％
の
女
性
が

就
任
し
ま
し
た
が
、
各
委
員
の
、
女

性
が
占
め
る
比
率
は
26
％
（
伝
道
区

長
会
議
・
資
産
運
用
委
員
会
除
く
）

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
今
教
区
会
代
議
員

の
比
率
は
29
・
８
％
に
達
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
常
置
委
員
・
総
会
代
議

員
に
い
た
っ
て
は
、
女
性
信
徒
は
皆

無
の
状
態
で
す
。
こ
の
事
実
を
十
分

に
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
信
徒
常
置

委
員
・
信
徒
総
会
代
議
員
選
挙
で
は
、

教
区
に
在
籍
す
る
、
男
性
の
成
年
の

現
在
受
聖
餐
者
に
加
え
て
、
女
性
も

候
補
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

来
年
度
は
教
区
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

や
各
委
員
会
会
員
改
選
の
年
で
す
が
、

２
０
１
７
年
に
は
教
区
主
教
主
教
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
円

滑
な
か
た
ち
で
、
次
期
主
教
時
代
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
た
め
、
各
委
員

の
留
任
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
．
教
区
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　

来
年
４
月
、
２
教
会
に
定
住
教
役

者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
２
年
前
に
想

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
牧
会
資
金
援
助
金
が
増
額

し
、
教
区
一
般
会
計
の
大
幅
な
赤
字

を
危
惧
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
２
０
１
５
年
度

の
牧
会
資
金
援
助
金
申
請
額
は
５
０

３
万
円
で
、
２
０
１
４
年
度
実
績
６

９
５
万
円
と
比
較
し
ま
す
と
、
約
１

９
２
万
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
０
１
６
年
度
の
牧
会
資
金

援
助
金
申
請
額
は
８
２
０
万
円
で
、

昨
年
よ
り
１
２
５
万
円
増
加
で
、

引
っ
越
し
費
用
を
除
き
ま
す
と
、
２

０
１
６
年
度
の
教
区
積
立
金
か
ら
の

補
填
は
２
０
５
万
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
額
で
押
さ
え
ら
れ
た
理
由
の
一

つ
は
、
伝
道
区
基
金
の
存
在
で
す
。

昨
年
度
、
伝
道
区
基
金
か
ら
教
会
へ

の
牧
会
資
金
援
助
金
は
75
万
円
、
拠

出
金
援
助
金
は
26
・
４
万
円
（
計
４

１
０
１
・
４
万
円
）
で
し
た
が
、
来

年
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
１
３
０
万
円

と
40
・
７
万
円
（
計
１
７
０
・
７
万

円
）
と
な
り
、
伝
道
区
基
金
が
次

第
に
、
教
区
財
政
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
に
あ
る

教
会
が
合
同
し
て
バ
ザ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
収
益
の
い
く
ら
か
を
伝
道
区

基
金
へ
積
み
立
て
て
い
る
伝
道
区
も

あ
り
ま
す
。
伝
道
区
基
金
活
用
が
必

要
と
さ
れ
な
い
伝
道
区
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
財
政
困
難
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
他
伝
道
区
に
対
し
て
、
援
助

の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
当
該
伝
道
区
に
と
っ
て
、
大
き

な
励
み
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

教
区
財
政
の
将
来
を
考
え
る
と

き
、
私
た
ち
は
教
区
積
立
金
（
残
高

約
１
９
０
０
万
円
・
２
０
０
２
年
に

普
通
財
産
に
設
置
）
が
備
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
13
年
間
、
一
般
会
計
に
剰

余
金
が
で
た
と
き
、
そ
の
多
く
を
こ

の
資
金
に
繰
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
献
金
額
減
少
を

危
惧
な
が
ら
教
役
者
増
加
を
想
定

し
、
牧
会
資
金
援
助
金
増
額
を
予
見

し
て
財
政
赤
字
の
備
え
と
し
た
、
深

い
知
恵
が
教
区
関
係
者
に
あ
っ
た
の

で
す
。
積
立
金
は
各
教
会
か
ら
の
献

金
に
他
な
ら
な
ら
ず
、
教
区
が
代

わ
っ
て
貯
め
て
い
た
の
で
す
。

　

教
区
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
を
そ
っ

と
開
け
、
そ
の
な
か
か
ら
、
一
般
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
を
、
２
０
１
７
年

度
よ
り
毎
年
、
１
０
０
万
円
か
ら
１

5
0
万
円
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
少
な
く
と
も
10
年
間
は
収
支

均
衡
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
間
に
、
定
住
教
役
者
と
信

徒
が
協
働
し
て
宣
教
・
牧
会
活
動
に

参
与
し
、
そ
の
結
果
、
信
徒
数
が
増

（改装された浴室）

（脱衣室）

（
高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　
　
　
牧
師
・
信
徒
一
同
）

（
松
江
基
督
教
会

　
　
　
　
教
会
委
員
会
）

神
戸
教
区
第
83
定
期
教
区
会

教
区
主
教
開
会
演
説

主
教　

ア
ン
デ
レ　

中　

村　
　
　

豊

　

こ
の
度
は
、
高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教

会
の
礼
拝
堂
外
壁
工
事
の
た
め
に

お
祈
り
と
収
穫
感
謝
献
金
を
捧
げ

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
写
真
の
よ
う
に
無

事
に
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
見
た
と
こ
ろ
は
外
壁

を
石
板
で
覆
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
こ
れ
は
吹
き
つ
け
に
よ
る

仕
上
げ
で
貼
り
付
け
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
設
計
社
の
お
話
し

で
は
、
最
近
は
危
険
を
避
け
る
た

め
に
剥
落
す
る
可
能
性
の
あ
る
タ

イ
ル
や
石
板
な
ど
は
使
用
し
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
そ
う
で
す
。
改
修

前
の
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
外
壁
も
、

か
な
り
危
険
な
状
態
で
し
た
。
早

く
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
が
、
何
せ

多
額
の
費
用
の
か
か
る
こ
と
で

す
。
し
か
も
率
直
に
言
う
と
、
多

額
の
費
用
を
支
出
し
て
も
、
そ
れ

で
教
会
が
活
性
化
す
る
訳
で
は
な

く
、
礼
拝
出
席
者
の
増
加
に
繋
が

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
会

が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
限
ら
れ
た

資
金
を
、
そ
の
よ
う
な
工
事
に
支

出
す
る
こ
と
は
抵
抗
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
資
金
は
、
教
会
員
が
長

い
時
間
を
か
け
て
少
し
ず
つ
献
金

し
蓄
え
て
き
た
も
の
で
す
。で
も
、

も
し
こ
の
危
険
箇
所
を
放
置
し
た

た
め
に
、
教
会
に
来
ら
れ
た
方
が

怪
我
を
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
教
会
委

員
会
で
相
談
し
、
受
聖
餐
者
総
会

に
諮
り
、
思
い
切
っ
て
工
事
を
決

め
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
ど
の
教
会
も
、
高
松

同
様
、
礼
拝
堂
や
施
設
の
維
持
管

理
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
高
松
の
た
め
に
献
金
を
頂

き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
と
同
時

に
、
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
、
教
区

内
で
同
様
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
教
会
に
は
、
で
き
る
だ
け
の
支

援
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
松
江
基
督
教
会
の
牧

師
館
の
浴
室
・
脱
衣
室
改
修
工
事

の
た
め
に
神
戸
教
区
施
設
維
持
管

理
基
金
に
よ
る
補
助
金
を
交
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改

修
工
事
を
実
施
で
き
、
完
了
い
た

し
ま
し
た
の
で
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

松
江
基
督
教
会
の
で
は
、
老
朽

化
が
激
し
い
牧
師
館
内
部
の
改
修

工
事
を
２
０
１
２
年
に
実
施
し
ま

し
た
が
、
浴
室
の
補
修
工
事
に
つ

い
て
は
予
算
的
な
面
か
ら
保
留
に

し
た
ま
ま
で
し
た
。
牧
師
館
に
は

脱
衣
室
が
な
く
、
廊
下
か
ら
の
出

入
り
と
な
っ
て
お
り
、
着
替
え
に

は
非
常
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
浴
槽
は
旧
式
の

薪
焚
き
装
置
（
内
部
は
空
洞
の
ま

ま
）の
上
に
設
置
し
て
あ
る
た
め
、

保
温
性
が
悪
く
、
特
に
冬
季
に
お

い
て
は
湯
冷
め
が
激
し
い
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
厳
寒
期
を
迎
え
る

前
に
浴
室
の
改
修
工
事
を
緊
急
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
江
基
督
教
会
で
は
浴
室
を
保

温
性
の
高
い
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
に
改

修
し
、
併
せ
て
隣
接
す
る
勝
手
口

と
洗
濯
置
き
場
を
脱
衣
室
に
改
築

す
る
計
画
を
立
て
、
２
０
１
５
年

10
月
26
日
に
浴
室
・
脱
衣
室
の
改

修
工
事
を
着
工
し
、
11
月
13
日
に

工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
牧
師
館
改
修
工
事
に

あ
た
り
ま
し
て
、
中
村
豊
主
教
様

を
始
め
と
す
る
神
戸
教
区
の
関
係

者
の
皆
様
の
温
か
い
ご
高
配
と
ご

支
援
に
感
謝
し
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

外
壁
工
事
完
了

松
江
キ
リ
ス
ト
教
会

牧
師
館
の
浴
室
・
脱
衣
室

工
事
完
了
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2
0
1
5
年
度
の
主
な
出
来
事

１
．
逝
去

　

4
月
18
日
、
桑
原
一
郎
司
祭
、
4

月
25
日
（
土
）
に
は
中
道
緑
姉
（
中

道
淑
夫
主
教
夫
人
）
そ
し
て
、
6
月

21
日
（
日
）
に
は
か
つ
て
神
戸
教
区

で
働
か
れ
た
沖
縄
教
区
退
職
司
祭
・

津
留
孝
夫
司
祭
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
聖
職
按
手
式

　

3
月
21
日
（
土
）
に
聖
職
按
手
式

を
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
挙
行

し
、
杉
野
達
也
執
事
が
司
祭
に
、
浪

花
朋
久
聖
職
候
補
生
が
執
事
に
按
手

さ
れ
ま
し
た
。

３
．
教
区
人
事

　

今
年
は
大
幅
な
人
事
異
動
は
実
施

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

４
．
会
館
･
牧
師
館

１
）
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
牧
師
館
・

　
　

会
館
解
体

　

1
月
10
日
（
土
）
教
会
関
係
者
を

お
招
き
し
て
感
謝
礼
拝
を
も
ち
、
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

２
）
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　
　

会
館
・
牧
師
館
落
成
式

　

2
月
7
日
（
土
）
に
約
1
3
0
名

が
集
い
、盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　
　

20
年
記
念
礼
拝
関
係

１
）
兵
庫
県
基
督
連
合
会
礼
拝

　
　
（
エ
キ
メ
ニ
カ
ル
礼
拝
）

　

1
月
11
日
（
日
）
午
後
3
時
よ
り

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
で
行
わ
れ
、

司
会
は
松
蔭
中
高
放
送
部
が
、
説
教

は
北
村
牧
師
（
震
災
時
、
神
戸
栄
光

教
会
牧
師
）
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

礼
拝
後
、
日
埜
昭
子
姉
（
ミ
カ
エ
ル

教
会
信
徒
・
西
須
磨
だ
ん
ら
ん
理
事

長
）
が
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
お
話

し
、
松
蔭
中
高
・
改
革
派
教
会
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
・
聖
公
会
神
戸
教
区

の
聖
歌
隊
が
奉
仕
し
ま
し
た
。
約

2
5
0
名
が
参
加
。

２
）
神
戸
教
区
礼
拝

　

1
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
半
よ

り
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
行
わ
れ
、

宮
田
裕
三
兄
が
奨
励
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
1
0
0
名
。
そ
の
後
、

午
後
2
時
よ
り
、
震
災
を
追
悼
す
る

「
よ
せ
な
べ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
、
若
い
人
た
ち
を
中
心
に
し
て
、

約
80
名
が
参
加
。
前
日
の
16
日（
金
）

午
後
6
時
よ
り
、
20
年
前
、
ヨ
ハ
ネ

教
会
に
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
、
被

災
者
や
、
建
物
解
体
・
修
復
の
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
神
戸
地

域
で
奉
仕
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を
お

招
き
し
て
夕
食
会
を
開
催
し
、
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

６
．
教
区
宣
教
1
4
0
年
関
係

１
）
教
区
史
編
集
実
行
委
員
会

　

来
年
の
、
神
戸
教
区
宣
教
１
４
０

年
を
記
念
し
、
神
戸
教
区
史
を
発
行

す
る
準
備
と
し
て
10
名
の
委
員
が
任

命
さ
れ
、歴
史
の
検
証
が
実
施
さ
れ
、

執
筆
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２
）
神
戸
教
区
各
教
会
歴
史
と

　
　

現
状
・
将
来
へ
の
展
望
に

　
　

関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

　

来
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
ま
で
に
完
成

す
る
よ
う
、
編
集
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
、
現
在
作
業
中
で
す
。
な
お
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
松
蔭
中
高
の
放
送
部

が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

７
．
沖
縄
・
九
州
・
神
戸
教
区

　

合
同
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
央
教
区

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　

２
月
27
日（
金
）〜
３
月
９
日（
月
）

ま
で
、
バ
ン
リ
ッ
ク
の
聖
フ
ィ
リ
ポ

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
と
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の

ア
ガ
ペ
教
会
で
実
施
さ
れ
、
神
戸
教

区
よ
り
、
３
名
の
青
年
が
こ
れ
に
参

加
し
ま
し
た
。

８
．
広
島
平
和
礼
拝
2
0
1
5

　

原
爆
投
下
70
年
目
に
当
た
る
今

年
、
８
月
５
日
（
水
）
午
後
、
大
屋

美
代
子
（
広
島
復
活
教
会
信
徒
）
の

被
爆
証
言
が
あ
り
、
山
下
未
来
さ
ん

　

来
年
９
月
初
旬
、「
み
な
と
町
コ

ウ
ベ
」「
聖
ミ
カ
エ
ル
」
を
聖
堂
チ
ャ

ン
セ
ル
南
北
に
、「
復
活
」「
エ
デ
ン

の
園
の
回
復
」
を
地
下
納
骨
堂
に
設

置
し
ま
す
。
佳
知
晃
子
・
岡
田
克
子

両
姉（
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
信
徒
）

の
逝
去
を
記
念
す
る
も
の
で
す
。

３
．
広
瀬
基
督
教
会
建
築
・

　
　

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
会
館
・

　
　

牧
師
館
建
築

　

今
教
区
で
議
案
が
上
程
さ
れ
て

い
る
通
り
、
２
教
会
で
建
築
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
関
係
者
各
位
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
４
．
女
性
の
、
意
思
決
定
機
関
へ
の

　
　

参
画
・
教
区
役
員
改
選

　

昨
年
度
、
教
区
諸
委
員
会
の
長
と

教
区
事
務
所
役
員
に
30
％
の
女
性
が

就
任
し
ま
し
た
が
、
各
委
員
の
、
女

性
が
占
め
る
比
率
は
26
％
（
伝
道
区

長
会
議
・
資
産
運
用
委
員
会
除
く
）

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
今
教
区
会
代
議
員

の
比
率
は
29
・
８
％
に
達
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
常
置
委
員
・
総
会
代
議

員
に
い
た
っ
て
は
、
女
性
信
徒
は
皆

無
の
状
態
で
す
。
こ
の
事
実
を
十
分

に
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
信
徒
常
置

委
員
・
信
徒
総
会
代
議
員
選
挙
で
は
、

教
区
に
在
籍
す
る
、
男
性
の
成
年
の

現
在
受
聖
餐
者
に
加
え
て
、
女
性
も

候
補
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

来
年
度
は
教
区
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

や
各
委
員
会
会
員
改
選
の
年
で
す
が
、

２
０
１
７
年
に
は
教
区
主
教
主
教
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
円

滑
な
か
た
ち
で
、
次
期
主
教
時
代
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
た
め
、
各
委
員

の
留
任
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
．
教
区
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　

来
年
４
月
、
２
教
会
に
定
住
教
役

者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
２
年
前
に
想

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
牧
会
資
金
援
助
金
が
増
額

し
、
教
区
一
般
会
計
の
大
幅
な
赤
字

を
危
惧
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
２
０
１
５
年
度

の
牧
会
資
金
援
助
金
申
請
額
は
５
０

３
万
円
で
、
２
０
１
４
年
度
実
績
６

９
５
万
円
と
比
較
し
ま
す
と
、
約
１

９
２
万
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
０
１
６
年
度
の
牧
会
資
金

援
助
金
申
請
額
は
８
２
０
万
円
で
、

昨
年
よ
り
１
２
５
万
円
増
加
で
、

引
っ
越
し
費
用
を
除
き
ま
す
と
、
２

０
１
６
年
度
の
教
区
積
立
金
か
ら
の

補
填
は
２
０
５
万
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
額
で
押
さ
え
ら
れ
た
理
由
の
一

つ
は
、
伝
道
区
基
金
の
存
在
で
す
。

昨
年
度
、
伝
道
区
基
金
か
ら
教
会
へ

の
牧
会
資
金
援
助
金
は
75
万
円
、
拠

出
金
援
助
金
は
26
・
４
万
円
（
計
４

１
０
１
・
４
万
円
）
で
し
た
が
、
来

年
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
１
３
０
万
円

と
40
・
７
万
円
（
計
１
７
０
・
７
万

円
）
と
な
り
、
伝
道
区
基
金
が
次

第
に
、
教
区
財
政
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
に
あ
る

教
会
が
合
同
し
て
バ
ザ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
収
益
の
い
く
ら
か
を
伝
道
区

基
金
へ
積
み
立
て
て
い
る
伝
道
区
も

あ
り
ま
す
。
伝
道
区
基
金
活
用
が
必

要
と
さ
れ
な
い
伝
道
区
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
財
政
困
難
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
他
伝
道
区
に
対
し
て
、
援
助

の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
当
該
伝
道
区
に
と
っ
て
、
大
き

な
励
み
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

教
区
財
政
の
将
来
を
考
え
る
と

き
、
私
た
ち
は
教
区
積
立
金
（
残
高

約
１
９
０
０
万
円
・
２
０
０
２
年
に

普
通
財
産
に
設
置
）
が
備
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
13
年
間
、
一
般
会
計
に
剰

余
金
が
で
た
と
き
、
そ
の
多
く
を
こ

の
資
金
に
繰
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
献
金
額
減
少
を

危
惧
な
が
ら
教
役
者
増
加
を
想
定

し
、
牧
会
資
金
援
助
金
増
額
を
予
見

し
て
財
政
赤
字
の
備
え
と
し
た
、
深

い
知
恵
が
教
区
関
係
者
に
あ
っ
た
の

で
す
。
積
立
金
は
各
教
会
か
ら
の
献

金
に
他
な
ら
な
ら
ず
、
教
区
が
代

わ
っ
て
貯
め
て
い
た
の
で
す
。

　

教
区
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
を
そ
っ

と
開
け
、
そ
の
な
か
か
ら
、
一
般
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
を
、
２
０
１
７
年

度
よ
り
毎
年
、
１
０
０
万
円
か
ら
１

5
0
万
円
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
少
な
く
と
も
10
年
間
は
収
支

均
衡
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
間
に
、
定
住
教
役
者
と
信

徒
が
協
働
し
て
宣
教
・
牧
会
活
動
に

参
与
し
、
そ
の
結
果
、
信
徒
数
が
増

加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
献
金
額
も
増

え
、
教
会
と
教
区
財
政
が
健
全
に
な

る
こ
と
が
私
た
ち
の
目
標
な
の
で
す
。

６
．
献
金
を
献
げ
る
こ
と
、

　
　

教
役
者
派
遣
の
意
味

　
　

惜
し
ん
で
わ
ず
か
し
か
種
を
蒔

か
な
い
者
は
、
刈
り
入
れ
も
わ
ず
か

で
、
惜
し
ま
ず
豊
か
に
蒔
く
人
は
、

刈
り
入
れ
も
豊
か
な
の
で
す
。
…
種

を
蒔
く
人
に
種
を
与
え
、
パ
ン
を
糧

と
し
て
お
与
え
に
な
る
方
は
、
あ
な

た
が
た
に
種
を
与
え
て
、
そ
れ
を
増

や
し
、
あ
な
た
が
た
の
慈
し
み
が
結

ぶ
実
を
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。（
Ⅱ
コ
リ
ン
ト
９
：
６
、
10
）

　

主
教
に
な
っ
て
11
年
の
歳
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
倉
敷
伝
道
所

に
土
地
・
建
物
が
与
え
ら
れ
、
明
石

聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
と
岡

山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
の
会
館
・
牧

師
館
が
新
築
さ
れ
、
神
戸
聖
ミ
カ
エ

ル
大
聖
堂
の
耐
震
改
修
工
事
が
実
施

さ
れ
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
当
該
教
会
・
教
区
全
て

に
建
築
資
金
が
充
分
に
な
く
、
教
区

内
外
に
募
金
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
全
て
の
工
事
で
、
募
金
目
標
が

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
毎
年

の
収
穫
感
謝
献
金
に
よ
っ
て
、
多
く

の
教
会
で
改
修
が
実
現
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
他
の
教
会
や
教
区
の
た
め
に

献
金
を
惜
し
ま
ず
献
げ
る
行
為
は
神

戸
教
区
の
誇
り
の
一
つ
な
の
で
す
。

　

聖
パ
ウ
ロ
は
コ
リ
ン
ト
の
教
会
信

徒
に
、
キ
リ
ス
ト
者
の
献
金
や
奉
仕

は
、
農
夫
が
畑
に
種
を
撒
く
の
と
同

じ
だ
と
言
い
ま
す
。種
を
惜
し
ん
で
、

僅
か
し
か
撒
こ
う
と
し
な
い
農
夫

は
、
本
当
の
農
夫
と
い
え
ま
せ
ん
。

惜
し
む
気
持
ち
や
、
い
や
い
や
な
が

ら
行
う
献
金
や
奉
仕
で
、
多
く
の
収

穫
が
期
待
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

収
穫
前
に
、
人
間
側
の
思
惑
だ
け
で

物
事
を
推
し
量
っ
て
、
間
引
き
し
よ

う
と
す
る
誘
惑
に
か
ら
れ
る
農
夫
の

姿
勢
は
、
神
の
御
心
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。「
成
長
さ
せ
て

く
だ
る
の
は
神
（
1
コ
リ
３
：
６
）」

で
あ
る
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
、
他
の
た
め
に
何
事
か

を
な
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
､
神
が
私

た
ち
に
与
え
て
下
さ
っ
た
事
実
を
手

本
に
し
て
い
ま
す
。
神
の
恵
み
へ
の

感
謝
の
心
が
、
献
金
や
奉
仕
と
な
っ

て
現
れ
る
の
で
す
。20
年
前
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
神
戸
地
域
の
教

会
は
、
多
く
の
恵
み
を
い
た
だ
く
な

か
で
、
教
会
や
会
館
・
牧
師
館
が
復

旧
し
ま
し
た
。
４
年
前
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
神
戸
教
区
か
ら
多
く
の

教
役
者
・
信
徒
が
被
災
地
に
駆
け
つ

け
、
救
援
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
20
年
前
の
恵
み
を
感
謝
し

て
の
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で

す
。

　

互
い
に
乏
し
さ
を
支
え
合
う
交
わ

り
を
通
し
て
、
教
会
が
活
か
さ
れ
強

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
神
戸
教
区
に

属
す
る
私
た
ち
は
、
10
年
後
の
大
き

な
収
穫
を
期
待
し
て
種
を
撒
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

去
る
11
月
23
日
（
月
）、
神
戸

教
区
第
83
定
期
教
区
会
が
神
戸
聖

ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
8
時
か
ら
聖
餐
式

を
も
っ
て
始
ま
り
、
朝
食
を
い
た

だ
い
た
後
、
教
役
者
議
員
お
よ
び

信
徒
代
議
員
の
調
査
確
認
が
行
わ

れ
今
教
区
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
番
外
議
員
の
推
薦
や

新
議
員
の
歓
迎
が
行
わ
れ
、
中
村

教
区
主
教
が
開
会
演
説
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
が
行
わ
れ
全
て
の
報
告
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
教
区
会
に

は
12
の
議
案
が
提
出
さ
れ
協
議
さ

れ
ま
し
た

が
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
議
案
の
中
で
注
目
す
べ
き

は
、
今
年
、
神
戸
教
区
は
宣
教
１

４
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
教

区
宣
教
１
４
０
年
記
念
事
業
委
員

会
を
設
け
る
議
案
が
提
出
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
記
念
事

業
の
準
備
作
業
が
促
進
さ
れ
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

常
置
委
員
お
よ
び
総
会
代
議
員

の
選
挙
終
了
後
、
今
年
堅
信
50
年

を
迎
え
ら
れ
た
28
名
を
代
表
し
て

議
場
に
お
ら
れ
た
上
野
良
雄
兄

（
倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

信
徒
）
と
有
田
二
郎
兄
（
広
島
復

活
教
会
信
徒
）
に
、
中
村
教
区
主

教
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
開
会
聖
餐
式
の

信
施
金
（
５
８
，１
０
０
円
）
は
、

神
戸
教
区
宣
教
１
４
０
年
記
念
行

事
の
た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

選
挙
結
果
は
以
下
の
通
り
で

す
。

常
置
委
員

　
【
聖
職
】   

司
祭　

上
原　

信
幸

　
　
　
　
　

司
祭　

八
代　
　

智

　
　
　
　
　

司
祭　

小
林　

尚
明

　
【
信
徒
】　　
　
　

松
田　

嘉
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
永　

好
章

　
　
　
　
　
　
　
　

大
東　

正
人

総
会
代
議
員

　
【
聖
職
】   

司
祭　

上
原　

信
幸

　
　
　
　
　

司
祭　

芳
我　

秀
一

　
【
信
徒
】　　
　
　

宮
永　

好
章

　
　
　
　
　
　
　
　

大
東　

正
人

【
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
】

　

ヨ
ハ
ン
ナ　
　

田
中　

千
賀　

姉

　

ラ
フ
ァ
エ
ル　

小
川　

一
彦　

兄

　

マ
リ
ア
・
カ
タ
リ
ー
ナ

            　
　
　

平
峯　

玲
子　

姉

　

ヨ
ハ
ネ　
　

中
道　
　

純　

兄

　

ミ
カ
エ
ル　
　

島
崎　

守
弘　

兄

　

ガ
ブ
リ
エ
ル　

竹
元　

真
一　

兄

　

タ
ビ
タ　
　

山
村　

直
美　

姉

【
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
】

　

パ
ウ
ロ　
　

大
屋　

乙
彦　

兄

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

石
井　

美
恵
子
姉

　

ル　
　

ツ　
　

松
本　

公
子　

姉

　

マ
ー
セ
ラ　
　

古
本　

佳
世
子
姉

【
神
戸
昇
天
教
会
】

　

ス
ー
ザ
ン　
　

難
波　

美
智
子
姉

【
明
石
聖
マ
リ
ア
・

　
　
　
　

マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
】

　

バ
ル
ナ
バ　
　

平
尾　

武
之　

兄

【
倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
】

　

バ
ル
ナ
バ　
　

上
野　

良
雄　

兄

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

上
野　

公
子　

姉

【
福
山
諸
聖
徒
教
会
】

　

マ
リ
ア　
　

宇
佐
美
恵
子　

姉

【
広
島
復
活
教
会
】

　

バ
ル
ナ
バ　
　

福
間　

幸
雄　

兄

　

パ
ウ
ロ　
　

有
田　

二
郎　

兄

【
呉
信
愛
教
会
】

　

ル
デ
ア　
　

宮
田　

里
枝　

姉

　

ド
ル
カ
ス　
　

北
川　

禮
子　

姉

【
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
】

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

藤
井　

玲
子　

姉

【
下
関
フ
ラ
シ
ン
ス
コ
・

　
　
　
　

ザ
ビ
エ
ル
教
会
】

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

林　
　

恵
子　

姉

【
高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
】

　

ヨ
ハ
ネ　
　

高
橋　

秀
直　

兄

【
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
】

　

ル　
　

カ　
　

中
石　

勝
也　

兄

【
徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
】

　

ア
ナ
ニ
ヤ　
　

玉
置　

浩
志　

兄

　

ヨ
ハ
ネ
の
母　

漆
原　

美
千
子
姉

【
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会
】

　

ア
ン
デ
レ　
　

小
室　
　

一　

兄

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

伊
勢　

美
代
子
姉

堅
信
50
年
顕
彰
者

第
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定
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